
 

学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

中学 2 年 美術 中学美術Ⅱ １ 全コース共通 

教科書・副教材 美術２、３上 日本文教出版 

 

科目の目標 

単なる自己表現だけに留まらず、自ら手掛けたものを、「残す」「使う」ということを主題に、通常とは異なる素材と 

手法によって、アートの楽しさを体得する。 

また「鑑賞」においては、アートの始まりと時代背景から、作品表現の解釈と読み取り方を理解する。 

 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

各課題の制作における、技法、加

工技術等の習得 

アイデア、表現工夫、課題の仕上

げ、仕上がり具合。 

 

下書きアイデアプリント、板書ノ

ートプリント提出 

道具の扱い方、後片付け、作業姿

勢。 

 

評価の方法 

制作課題の完成（未完成の過程含

む）、提出 

定期考査（ペーパーテスト）の実

施 

 

制作課題の完成（未完成の過程含

む）、提出 

定期考査（ペーパーテスト）の実

施 

 

アイデアプリント、板書ノートプ

リントの提出チェック、 

授業に取り組む姿勢 

 

 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

「切り絵ーカッティング技法」による「自画像」制作 ９ 制作課題の完成、提出 

アイデア（下描き）プリント 

授業に取り組む態度 

  

  

  

  

  

  

  

  

２ 

学 

期 

レザークラフト（皮革染め工芸）による「定期入れ」制作 １２ 制作課題の完成、提出 

アイデア（下描き）プリント 

授業に取り組む態度 

  

  

  

  

  

  

  

  

３ 

学 

期 

美術のながれ（美術史：抜粋） ６ 板書ノートプリント 

学年末考査 

授業態度 

 西洋、原始時代、古代エジプト、古代ギリシャ  

  

  

  



 


